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・ ４月30日に発表された1-3月期のユーロ圏実質ＧＤＰ成長率の一次速報値は前期比＋0.4％、同年

率＋1.5％と、同年率１％未満にとどまった過去２四半期（昨年7-9月期が＋0.6％、10-12月期が

＋0.9％）から再加速。国別の計数は５月15日に、需要項目別の内訳は６月６日に発表される。 

・ 各国統計局から発表済みの国別計数は、フランス（10-12月期：前期比＋0.3％→1-3月期：同＋

0.3％）が前期並み、イタリア（同▲0.1％→同＋0.2％）が過去２四半期のマイナス成長を脱し、

スペイン（同＋0.6％→同＋0.7％）が僅かながら成長が加速した。ここから、ドイツが過去２四

半期の停滞（7-9月期：同▲0.2％→10-12月期：同ゼロ％）から巡航速度に復帰した模様。 

・ 需要項目別の内訳が公表済みのフランスは、輸出の伸び悩みで外需がマイナス寄与となった一方、

在庫が３四半期振りのプラス寄与に転じ、個人消費が再加速した。スペインは、個人消費がやや

減速したものの、設備投資が再加速、外需がプラス寄与を維持した（輸出入ともに減少）。イタ

リアの詳細は不明だが、統計局によれば、外需のプラス寄与が内需のマイナス寄与を相殺した。 

・ 年明け以降のユーロ圏のＰＭＩは、サービス業が底堅さを保つ一方で、製造業が業況判断の分岐

点を下回る低迷が継続。同日発表された３月のユーロ圏の失業率は7.7％と、2008年８月以来の

水準に低下。1-3月期の成長率は、過去数四半期の成長を下押しした特殊要因の剥落や温暖な天

候に支えられた面もあるが、良好な雇用・所得環境が景気の後退局面入りを防いでいる。 

 

 

■ユーロ圏：実質ＧＤＰ成長率（前期比年率、％） ■ユーロ圏：ＰＭＩ総合と実質ＧＤＰ

出所：Eurostat 出所：IHS Markit、Eurostat
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■ユーロ圏ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

17/4-6月期 4.7 2.7 (2.9) 1.8 1.5 8.9 (▲ 0.3) ▲ 0.2 4.2 5.0
17/7-9月期 4.0 2.7 (0.8) 2.0 1.8 ▲ 0.3 (▲ 0.6) 1.9 5.3 1.4
17/10-12月期 3.9 2.8 (1.4) 0.9 1.0 4.7 (▲ 0.3) 1.5 8.8 6.1
18/1-3月期 3.0 1.5 (2.3) 1.9 0.2 0.6 (1.1) ▲ 0.8 ▲ 2.4 ▲ 0.9
18/4-6月期 3.3 1.7 (1.6) 0.7 1.7 6.4 (▲ 0.5) 0.1 4.5 4.7
18/7-9月期 2.0 0.6 (2.2) 0.4 0.2 2.0 (1.5) ▲ 1.6 0.8 4.7
18/10-12月期 2.3 0.9 (1.4) 0.8 1.2 2.3 (0.3) ▲ 0.6 ▲ 0.4 0.8
19/1-3月期 － 1.5 － － － － － － － －

出所：Eurostat


